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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンテンツ情報と前記コンテンツ情報に対応したコンテンツの管理情報とが記録
された記録メディアから前記管理情報を再生する再生手段と、
　前記再生手段により再生された前記管理情報に基づいて、表示装置の表示範囲に対応す
るサイズの前記複数のコンテンツ情報の目次情報画面を生成して一時的に描画メモリに記
憶させる生成手段と、
　前記描画メモリに記憶された前記目次情報画面を読出して前記表示装置に表示させる表
示制御手段と、
　前記コンテンツ情報の目次情報の画像ファイルを生成する指示を入力する指示手段とを
有する再生装置であって、
　前記生成手段は、前記指示手段による指示に応じて、前記再生手段により再生された前
記管理情報に基づいて、前記表示装置の表示範囲に対応するサイズとは異なるサイズの、
前記複数のコンテンツ情報の目次情報の画像を生成して一時的に前記描画メモリに記憶さ
せ、
　前記描画メモリに記憶された前記の目次情報の画像から画像ファイルを形成して記録媒
体に記録するファイル形成手段を備えたことを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記指示手段による指示に応じて、前記再生手段により再生された前
記管理情報に基づいて、前記表示装置の表示サイズよりも広いサイズの前記コンテンツ情
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報の目次情報の画像を生成することを特徴とする請求項１記載の再生装置。
【請求項３】
　前記再生手段は、前記表示制御手段により前記表示装置に表示された前記コンテンツ情
報の目次情報画面上で指定された前記コンテンツ情報を前記記録メディアから再生するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の再生装置。
【請求項４】
　前記複数のコンテンツ情報のうちの何れかを選択する手段を備え、
　前記生成手段は、前記管理情報に基づいて、前記選択されたコンテンツ情報のみの目次
情報の画像を生成することを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の再生装置。
【請求項５】
　前記記録メディアに記録された複数のコンテンツ情報のうち前記選択されたコンテンツ
情報を他の記録メディアに記録すべく装置外部に送信する送信手段を備えたことを特徴と
する請求項４記載の再生装置。
【請求項６】
　前記ファイル形成手段は、所定の圧縮形式に従って前記目次情報の画像データを圧縮し
、前記圧縮された画像データを用い、所定のファイル形式に従って前記目次情報の画像フ
ァイルを形成することを特徴とする請求項１から５の何れか一項に記載の再生装置。
【請求項７】
　前記生成手段は、複数の前記圧縮形式の何れかに従って前記目次情報の画像データを圧
縮可能であることを特徴とする請求項６記載の再生装置。
【請求項８】
　複数のコンテンツ情報と前記コンテンツ情報に対応したコンテンツの管理情報とが記録
された記録メディアから前記管理情報を再生する再生手段と、表示装置に表示する画像を
記憶する描画メモリとを有する再生装置の制御方法であって、
　前記再生手段により再生された前記管理情報に基づいて、前記表示装置の表示範囲に対
応するサイズの前記複数のコンテンツ情報の目次情報画面を生成して一時的に描画メモリ
に記憶させる生成工程と、
　前記描画メモリに記憶された前記目次情報画面を読出して前記表示装置に表示させる表
示制御工程と、
　前記コンテンツ情報の目次情報の画像ファイルを生成する指示を入力する指示工程とを
有し、
　前記生成工程は、前記指示工程による指示に応じて、前記再生手段により再生された前
記管理情報に基づいて、前記表示装置の表示範囲に対応するサイズとは異なるサイズの、
前記複数のコンテンツ情報の目次情報の画像を生成して一時的に前記描画メモリに記憶さ
せ、
　さらに、前記描画メモリに記憶された前記の目次情報の画像から画像ファイルを形成し
て記録媒体に記録するファイル形成工程を有することを特徴とする再生装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像または音声等のコンテンツ情報を再生する再生装置及びその制御方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、デジタルビデオカメラやデジタルスチルカメラ等の記録再生装置からパソコ
ン（ＰＣ）を介することなく、直接プリンタにＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａ
ｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）形式の画像ファイルをＵＳＢ経由で転送し、プリ
ンタ側でＪＰＥＧデコードし、プリント用のデータ処理をして写真プリントする所謂ダイ
レクトプリントシステムが広まりつつある。さらには、フラッシュメモリカードをプリン
タに挿入して、プリンタがフラッシュメモリカードから読み出したＪＰＥＧ画像ファイル
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を写真プリントするプリンタも商品化されている。また、パソコンを介することなく、カ
メラ本体内の描画メモリを使って直接プリンタに所謂インデックスプリント（全画像のサ
ムネイルプリント）用の再生映像データを出力し、インデックスプリントを行うプリント
システムの提案もなされている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　これらのプリントシステムにおいては、基本的に、ＥＸＩＦ規格の画像ファイル内付属
情報や、ＤＣＦ規格のプリント情報ファイル（ＤＰＯＦ）に定義されている付随情報のデ
ータ転送が可能に構成され、画像またはサムネイル画像のみをプリントするか、あるいは
再生装置から転送された画像ファイルをプリンタが解析し、その画像ファイルに含まれて
いる画像の付随情報データを画像と合わせて所定のレイアウトでプリントする方式となっ
ている。
【０００４】
　一方、近年、書き込みが可能なＤＶＤメディア（ディスク）のＰＣドライブ装置やビデ
オレコーダが急速に普及し、ユーザが任意に自作画像（撮影画像）をまとめてＤＶＤ－Ｖ
ｉｄｅｏ規格でＤＶＤメディアに書き込み、ライブラリ化することが容易となっている。
このような場合、ＤＶＤメディアの内容を示す為のラベルプリント機能があればユーザに
とっては便利であり、その要求が高い。
【０００５】
　上記のようなプリンタシステムでもラベルプリント機能を実現することはできるが、そ
れは、画像のタイトル名や撮影（記録）日時程度のプリント内容に限られる。ラベルプリ
ント用途のプリント内容としては、画像ごとのタイトル名より、メディア内のコンテンツ
管理情報（例えばフォルダ構造やＴＯＣ（Ｔａｂｌｅ　Ｏｆ　Ｃｏｎｔｅｎｔ）情報、メ
ニュー情報等）の方が多くの情報が得られ、ユーザには利用価値が高く有用である。
【特許文献１】特許第３４１６４５２号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来のプリントシステムにより、メディア内のコンテンツ管理情報
のラベルプリント機能を実現するには、記録再生装置からプリンタに管理情報データを送
信し、プリンタで管理情報を読み取り、描画してレイアウトする必要が生じ、プリンタに
高度なユーザインターフェースが必要となる。したがって、このような高度なユーザイン
ターフェースを備えない通常のプリンタでは、上記管理情報のラベルプリント機能に対応
することができない。
【０００７】
　また、メディア全体のコンテンツ管理情報としては、複雑で多様化している各種のファ
イル管理規格にプリンタ側で対応するのは困難であり、実際上、プリント方法がないのが
現状であった。
【０００８】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み、記録メディア内のコンテンツ管理情報のラベルプリ
ントを通常のプリンタで容易に実現するために、コンテンツ管理情報をラベルプリント用
の画像ファイルとして生成することができる再生装置及びその制御方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明の再生装置は、複数のコンテンツ情報と前記コンテン
ツ情報に対応したコンテンツの管理情報とが記録された記録メディアから前記管理情報を
再生する再生手段と、前記再生手段により再生された前記管理情報に基づいて、表示装置
の表示範囲に対応するサイズの前記複数のコンテンツ情報の目次情報画面を生成して一時
的に描画メモリに記憶させる生成手段と、前記描画メモリに記憶された前記目次情報画面
を読出して前記表示装置に表示させる表示制御手段と、前記コンテンツ情報の目次情報の
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画像ファイルを生成する指示を入力する指示手段とを有する再生装置であって、前記生成
手段は、前記指示手段による指示に応じて、前記再生手段により再生された前記管理情報
に基づいて、前記表示装置の表示範囲に対応するサイズとは異なるサイズの、前記複数の
コンテンツ情報の目次情報の画像を生成して一時的に前記描画メモリに記憶させ、前記描
画メモリに記憶された前記の目次情報の画像から画像ファイルを形成して記録媒体に記録
するファイル形成手段を備えたことを特徴とする。
　また、本発明の再生装置の制御方法は、複数のコンテンツ情報と前記コンテンツ情報に
対応したコンテンツの管理情報とが記録された記録メディアから前記管理情報を再生する
再生手段と、表示装置に表示する画像を記憶する描画メモリとを有する再生装置の制御方
法であって、前記再生手段により再生された前記管理情報に基づいて、前記表示装置の表
示範囲に対応するサイズの前記複数のコンテンツ情報の目次情報画面を生成して一時的に
描画メモリに記憶させる生成工程と、前記描画メモリに記憶された前記目次情報画面を読
出して前記表示装置に表示させる表示制御工程と、前記コンテンツ情報の目次情報の画像
ファイルを生成する指示を入力する指示工程とを有し、前記生成工程は、前記指示工程に
よる指示に応じて、前記再生手段により再生された前記管理情報に基づいて、前記表示装
置の表示範囲に対応するサイズとは異なるサイズの、前記複数のコンテンツ情報の目次情
報の画像を生成して一時的に前記描画メモリに記憶させ、さらに、前記描画メモリに記憶
された前記の目次情報の画像から画像ファイルを形成して記録媒体に記録するファイル形
成工程を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、記録メディア内コンテンツ情報の管理情報を印刷用の画像ファイルと
して容易に生成することが可能になる。これにより、記録メディア内コンテンツ情報の管
理情報のラベルプリントを通常のプリンタで容易に実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の再生装置及びその制御方法の実施の形態について、図面を参照しながら説明す
る。本実施形態の再生装置は、例えばデジタルビデオカメラ装置に適用される。
【００１４】
　［第１の実施の形態］
　＜システム構成＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る再生装置を含むデジタルビデオカメラ装置の
構成を示すブロック図であり、図中の矢印は、再生時の信号の流れを示している。
【００１５】
　このビデオカメラ装置は、レンズユニット１０１、撮像素子であるＣＣＤ１０２、及び
カメラ信号処理回路１０３から成るカメラ部を有している。ＣＣＤ１０２は、レンズユニ
ット１０１により結像された像を光電変換して撮影画像信号として出力する。カメラ信号
処理回路１０３は、動画、静止画の両方の撮影画像信号を処理する回路であり、ＣＣＤ１
０２より出力された撮影画像信号に対して、アンプや、Ａ／Ｄ変換、γ処理、圧縮等の各
種の処理を行う。
【００１６】
　カメラ信号処理回路１０３の出力側には、動画像ＣＯＤＥＣ回路１０４と描画回路１０
７が接続されている。動画像ＣＯＤＥＣ回路１０４は、記録／再生回路１０５を介して動
画像信号を記録／再生する為の回路であって、例えばＭＰＥＧ２規格の圧縮処理方式を採
用している。すなわち、動画像ＣＯＤＥＣ回路１０４は、カメラ信号処理回路１０３から
のデジタル動画像信号を記録メディア１（光ディスク）に記録するためのＭＰＥＧ２で符
号化を行い、また記録メディア１から読み出したＭＰＥＧ２の符号データを元のデジタル
動画像信号に復号化するものである。記録／再生回路１０５は、画像ファイルとして記録
／再生する為のファイルフォーマット処理回路である。
【００１７】
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　描画回路１０７は、描画メモリ回路（ビデオＲＡＭ）１１０に画像を描画する回路であ
り、その出力側には、描画メモリ回路１１０を介して、表示画面制御回路１０９が接続さ
れている。表示画面制御回路１０９は、ユーザが操作するための操作画面等をＬＣＤ表示
器１１２に表示するための回路である。
【００１８】
　さらに、描画メモリ回路１１０には、印刷用画像読み出し回路１１１を介して静止画像
ＣＯＤＥＣ回路１０８が接続されている。印刷用画像読み出し回路１１１は、描画メモリ
回路１１０の画像データを読み出して静止画像ＣＯＤＥＣ回路１０８に送る回路であり、
静止画像ＣＯＤＥＣ回路１０８は、静止画像を記録メディア２に記録／再生する為の回路
であって、例えばＪＰＥＧ方式を採用している。また、静止画像ＣＯＤＥＣ回路１０８か
ら出力された静止画は、フラッシュメモリカード（例えばＳＤカード）等の記録メディア
２にＤＣＦ規格に準拠して記録することができるようになっている。
【００１９】
　そして、図中の１１３は、システム全体の動作を制御する制御回路であり、１１４はユ
ーザの操作手段である操作キーであり、この操作キー１１４により、本実施の形態の特徴
を成す、ラベル印刷用の画像ファイルの生成動作の開始を指示することができる。１１６
は、プリンタにラベル印刷用の画像ファイルを送信してダイレクトプリントを可能とする
ためのＵＳＢプロトコル通信回路である。
【００２０】
　＜記録メディア１のディレクトリ構造＞
　図２は、記録メディア１のディレクトリ構造を示すツリー図である。
【００２１】
　このディレクトリ構造は、上記カメラ部で撮影した動画像に対して動画像ＣＯＤＥＣ回
路１０４によるＭＰＥＧ２の圧縮を施して記録メディア１（光ディスク）にデータファイ
ルとして記録する際のディレクトリ構造である。
【００２２】
　図中の２０１は、メディア１のＲＯＯＴディレクトリである。２０２は、ＭＰＥＧ２フ
ァイルを記録する為のディレクトリ規格のトップレイヤであって、ディレクトリ名を「Ｖ
ＩＤＥＯ」とする。「ＶＩＤＥＯ」２０２の下位層には、「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ」２
０３と「ＰｌａｙＬｉｓｔ０１．ｐｌｆ」２０４のファイルが配置されている。
【００２３】
　「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ」２０３は、記録装置や記録日時の大分類としてユーザが作
ることができるファイルであり、「ＰｌａｙＬｉｓｔ０１．ｐｌｆ」２０４は、画像ファ
イルを記録日時単位でグループ化するファイルである。
【００２４】
　２０５は、ユーザ指定による第一の大分類ディレクトリである。この第一の大分類ディ
レクトリ２０５の中には、「ＰｌａｙＬｉｓｔ０１．ｐｌｆ」２０４と同様の記録日時単
位のフォルダ２０６～２１２が配置される。すなわち、撮影することにより自動的に当日
カレンダーのフォルダが生成されると同時に、撮影画像のファイルが画像ファイル２０７
，２０８と同様に各フォルダ２０６、２０９～２１２内に格納される。この図の例では、
フォルダ２０６内の画像ファイル２０７，２０８のみ表示している。
【００２５】
　２１３は、ユーザ指定による第二の大分類ディレクトリである。第二の大分類ディレク
トリ２１３の中には、カレンダーフォルダ２１４が配置されている。
【００２６】
　２１５は、上記「ＶＩＤＥＯ」ディレクトリ２０２とは別のディレクトリであり、公知
のＤＣＦ規格準拠の静止画像を記録し管理する為のディレクトリ規格である。実施の形態
のデジタルビデオカメラ装置で静止画像を撮影した場合は、「ＤＣＩＭ」ディレクトリ２
１５以下に配置されるＤＣＦ規格準拠のフォルダに格納されている。
【００２７】
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　本デジタルビデオカメラ装置においては、「ＶＩＤＥＯ」ディレクトリ２０２に動画、
「ＤＣＩＭ」ディレクトリ２１５に静止画というように画像種類別に分けて記録し、管理
する方式を採用している。
【００２８】
　さらに、図２の例において、本実施の形態の特徴となる各画像ファイルの管理情報につ
いて説明を加える。
【００２９】
　上記「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ」ファイル２０３は、上記各カレンダーフォルダ２０６
、２０９～２１２に格納されている全ての画像ファイル（例えば図２の２０７，２０８な
ど）の管理情報をまとめて、エントリー情報として持つ管理ファイルである。すなわち、
管理情報としては、各画像ファイルのエントリー番号と共に、対応する画像ファイルのデ
ィレクトリパス情報、サムネイル画像情報、データ量、記録日時、ユーザが入力設定した
画像タイトルのテキスト情報、及び記録画像のソース情報、等の管理情報である。
【００３０】
　上記「ＰｌａｙＬｉｓｔ０１．ｐｌｆ」２０４は、メディア１内の画像ファイルをユー
ザが選択して連続再生するプレイリスト情報を集めたファイルである。選択した１つのプ
レイリストに沿って画像ファイルが連続的に再生される。
【００３１】
　＜管理情報の表示動作＞
　図３は、ＬＣＤ表示器１１２に表示されるＴＯＣ情報の一例を示す画面図である。また
、図１中の矢印は、本実施の形態に係るデジタルビデオカメラ装置の再生モードにおける
信号の流れを示している。これらを参照して、記録メディア１内のコンテンツの管理情報
としてＴＯＣ情報を表示する動作について説明する。
【００３２】
　なお、記録メディア１には、図２に示したディレクトリ構造に沿って、画像ファイル２
０７，２０８と、不図示の他の画像ファイルと、管理ファイル２０３，２０４とが、ＵＤ
Ｆファイルシステムに従って記録されているものとする。
【００３３】
　記録メディア１は今、再生モード状態であり、上記した、複数の画像ファイルの管理情
報をもつ「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ」ファイル２０３は、記録／再生回路１０５を経てシ
ステム制御回路１１３に転送され、その内容が解析される。システム制御回路１１３では
、その解析の際に、「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ」ファイル２０３の情報を読み出し、内蔵
する不図示のＲＡＭに展開して内容別に構造体に分解する。そして、該分解結果のデータ
の中からＬＣＤ表示範囲のＴＯＣ情報を抽出し、そのＴＯＣ情報をＬＣＤ表示器１１２に
表示するために描画回路１０７に転送する。
【００３４】
　描画回路１０７は、前記ＴＯＣ情報を描画メモリ回路１１０に描画する。描画メモリ回
路１１０に描画されたＴＯＣ情報は、表示画面制御回路１０９によって、例えば図３に示
すように、ユーザに見やすい形でＬＣＤ表示器１１２に表示される（これをＴＯＣ画面と
記す）。すなわち、図３に示すＴＯＣ画面には、表示範囲のＴＯＣ情報（Ｎｏ．００１～
００８）と、タイトル（１００００２）が選択されていることを示すフォーカス表示４０
７ａと、操作用の表示４０４～４０６とが含まれている。４０４はスクロールバー表示で
あり、４０５，４０６はスクロールやコンテンツ選択用の矢印ボタン表示であり、これら
の表示４０４～４０６は、ユーザがＴＯＣ画面を見てコンテンツを選択して再生する為の
ユーザインターフェース表示である。
【００３５】
　このような表示状態で、記録メディア１のＴＯＣ情報がＴＯＣ画面としてＬＣＤ表示器
１１２に表示され、ユーザは、このＴＯＣ画面から任意の画像ファイルを指定することに
より、その指定の画像ファイルが再生されることになる。
【００３６】
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　＜管理情報の画像ファイル生成動作＞
　本実施の形態では、前記ＴＯＣ画面等の管理情報を記録メディア１のラベル印刷用の画
像ファイルとして生成すべく、ユーザによる操作が可能となっている。この点が従来技術
にない本実施の形態の特徴となっている。
【００３７】
　以下、操作キー１１４によって、ユーザが例えばＴＯＣ情報の画像ファイルの生成動作
の実行を指示した後の動作について、図４及び図５を参照して説明する。
【００３８】
　図４は、本実施の形態に係る、管理情報の画像ファイル生成動作を示すフローチャート
である。また、図５は、本実施の形態に係る、管理情報の画像ファイル生成動作時の描画
とスキャンの様子を説明するための概念図である。なお、この画像ファイル生成動作は、
ユーザが操作キー１１４によってＴＯＣ情報の画像ファイルの生成動作の実行を指示（画
像ファイル生成操作）した後にシステム制御回路１１３の制御によって実行される。
【００３９】
　まずステップＳ３０１では、ユーザ操作の検出処理を行い、次のステップＳ３０２では
、前記検出処理の結果により、操作キー１１４によってユーザがＴＯＣ情報の画像ファイ
ル生成操作を行ったか否かを判断する。画像ファイル生成操作を行わない場合には、本画
像ファイル生成動作を終了する。画像ファイル生成操作を行った場合には、ステップＳ３
０３へ進む。
【００４０】
　ステップＳ３０３では、描画メモリ回路１１０の描画内容を一旦消去して、記録メディ
ア１内コンテンツのＴＯＣ情報のうち、画像ファイルを生成する範囲のＴＯＣ情報を描画
メモリ回路１１０に描画する。図５中の４０３は、描画メモリ回路１１０で描画表示する
描画領域を２次元的に示しており、管理情報であるＴＯＣ情報がビジュアル的に描画され
ている。
【００４１】
　なお、図５の４０２は、描画回路１０７が描画メモリ回路１１０上に描画したデータの
うち、ＬＣＤ表示器１１２に表示される範囲を示す。前述したＬＣＤ表示器１１２への表
示動作においては、ＬＣＤ表示器１１２に表示した描画情報は、図５の４０７に示すよう
に、操作指示対象である表示ボタン等に選択中の表示（フォーカス表示）４０７ａが付加
されていた。これに対して、当該画像ファイル生成用の描画動作では、図５の４０３に示
すように、フォーカス表示４０７ａは行わない。また、画像の描画範囲については、前記
したＬＣＤ表示器１１２への表示（図５の４０７）では描画範囲を狭くして画面スクロー
ル方式を用いているが、当該画像ファイル生成用の描画では、プリント目的を想定して、
できるだけ１つの画像ファイルで表示するように描画範囲を広げて描画メモリ回路１１０
に描画している。
【００４２】
　次のステップＳ３０４では、前記ステップＳ３０３で描画メモリ回路１１０に描画され
たＴＯＣ情報の画像をスキャンして印刷用画像データを生成する。さらに続くステップＳ
３０５では、該描画メモリ回路１１０の印刷用画像データは、印刷用画像読み出し回路１
１１によって順次読み出されて、静止画像ＣＯＤＥＣ回路１０８においてＪＰＥＧ方式で
圧縮される。
【００４３】
　図５の４０３は、印刷用画像データとして印刷用画像読み出し回路１１１が読み出すデ
ータの範囲を示し、４０８は、印刷用画像データとして読み出された画像ファイル（４０
３に示した範囲のデータの内容）を示す。この画像ファイルにおいてはフォーカス表示４
０７ａと操作用表示４０４～４０６は削除され、代わりに描画及びスキャン範囲がＬＣＤ
表示範囲に制限されず、印刷に適した所定形状となっている。
【００４４】
　そしてステップＳ３０６において、静止画像ＣＯＤＥＣ回路１０８から出力されたＪＰ
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ＥＧ圧縮画像を、静止画ファイルの形で記録メディア２（ＳＤカード）にＤＣＦ規格に準
拠して記録する。
【００４５】
　このようにして、記録メディア１のコンテンツ管理情報であるＴＯＣ情報の画像ファイ
ルを生成して記録メディア２に記録した後は、ステップＳ３０７に進んで、改めてカメラ
本体のユーザインターフェース表示として、再度、ＬＣＤ表示用のＴＯＣ画面を描画メモ
リ回路１１０上に描画する。このときの描画画像には、フォーカス表示４０７ａや操作用
表示４０４，４０５，４０６が加わった画像となっている。
【００４６】
　そして、前記ＴＯＣ情報の画像ファイルを記録したＳＤカード２をプリンタに挿入し、
ラベル形状を指定してプリントすることで、容易にＴＯＣ情報のインデックスラベル（メ
ディアのＴＯＣラベル）を作成することができる。このときに使うプリンタは、ＴＯＣ情
報をバイナリーやテキストデータとして扱う必要は無く、画像としてプリントする機能が
あれば十分である点が、本実施の形態の有利な特徴となっている。
【００４７】
　作成したＴＯＣ情報のインデックスラベルは、図５に示すように、記録メディア１（光
ディスク）の収納ケース４０９のラベル貼付領域４１０に貼付することができる。
【００４８】
　＜コンテンツ管理情報の他の表示形態＞
　図６（ａ），（ｂ）は、本実施の形態に係るコンテンツ管理情報の他の表示形態を示す
画面図であり、同図（ａ）は、プレイリストの内容を表示し、同図（ｃ）は、メディアの
ディレクトリ（フォルダ）構成をツリー構造で表示している。
【００４９】
　同図（ａ），（ｂ）いずれの表示形態も、図１に示したビデオカメラ装置の各表示また
は操作モードに対応したＬＣＤ表示を示しており、それぞれフォーカス６０１，６１１及
び操作ボタン６０２，６１２の表示が付加され、さらに図６（ａ）の例では、サムネイル
画像６０３が付加されている。これらの表示に対応した画像ファイル生成も上記の図４の
動作フローに沿った処理で実現可能である。
【００５０】
　図６（ａ）のサムネイル画像を含む管理情報の描画方法については、図１の構成におい
て、システム制御回路１１３が、記録メディア１から再生した「Ｉｎｄｅｘ０１．ｅｆｇ
」ファイル２０３からサムネイル画像を抽出し、静止画ＣＯＤＥＣ回路１０８でデコード
したサムネイル画像を描画回路１０７で描画メモリ回路１１０に描画することで管理情報
と合成した描画が可能となる。
【００５１】
　以上のように本実施の形態によれば、記録メディア１内に記録されたコンテンツのＴＯ
Ｃ情報やプレイリスト情報、フォルダ情報など複雑なコンテンツ管理情報を、該メディア
１のラベルプリント等に最適な画像ファイルとして生成でき、通常プリンタで容易にラベ
ルプリントが可能なラベルプリント対応機能を実現することができる。
【００５２】
　これによって、単なる画像クリップのタイトルやサムネイルのプリントに止まらず、メ
ディア全体の中のコンテンツ管理についてビジュアル的に説明できるラベルプリントが通
常プリンタで容易に作ることができる。従って、上述したメディアケースはもとより、プ
リンタブルディスクメディアへの直接プリントや、テープカセットへのラベル貼付等、応
用範囲は極めて広い。
【００５３】
　［第２の実施の形態］
　上記図１に示したデジタルビデオカメラ装置をＵＳＢ経由でＤＶＤレコーダに接続し、
カメラ装置側の記録メディア１から再生されたコンテンツをＤＶＤレコーダの記録メディ
アにデジタルコピーするといった構成も可能である。第２の実施の形態では、このような
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構成を採る場合に、デジタルコピーするコンテンツに関する管理情報のみの画像ファイル
を生成し、この画像ファイルによるインデックスラベルを作成することができるようにな
っている。
【００５４】
　図７は、本発明の第２の実施の形態に係る再生装置を含むデジタルビデオカメラ装置の
構成を示すブロック図であり、図中の矢印は、再生時の信号の流れを示している。
【００５５】
　図１に示した構成との差異は、システム制御回路１１３からＵＳＢプロトコルＩＦ回路
１１６を介してＤＶＤレコーダ側にＤＶＤ-Ｖｉｄｅｏ規格で必要な情報を転送するため
の転送経路Ｒ１と、記録メディア１内のコンテンツ情報を記録／再生回路１０５とＵＳＢ
プロトコルＩＦ回路１１６を介してＤＶＤレコーダ側に転送するための転送経路Ｒ２とを
追加した点である。前記転送経路Ｒ１を経由する転送情報には、前述のＤＶＤ-Ｖｉｄｅ
ｏ規格に必要なメニュー情報等を含む管理ファイル情報が含まれている。
【００５６】
　まず、ＤＶＤレコーダの記録メディアにコピーするコンテンツを選択するためのメイン
メニュー画面を生成して、ＬＣＤ表示器１１２に表示する。具体的には、メインメニュー
画面用の画像データは、システム制御回路１１３によって記録メディア１内の「Ｉｎｄｅ
ｘ０１．ｅｆｇ」ファイル２０３の内容を解析して作成され、描画回路１０７を介して描
画メモリ回路１１０に描画され、表示画面制御回路１０９によってＬＣＤ表示器１１２に
表示される。
【００５７】
　そして、表示されたメインメニュー画面の中から、ユーザが、ＤＶＤレコーダの記録メ
ディアにコピーするコンテンツに関する情報を選択し、この状態で、操作キー１１４を用
いてラベル印刷用画像ファイルの生成を指示すると、描画メモリ回路１１０の描画内容が
一旦消去され、前記選択されたコンテンツに関する情報のみの画像データが描画メモリ回
路１１０に描画される。その結果、ＬＣＤ表示器１１２には、ＤＶＤレコーダの記録メデ
ィアにコピーするために選択されたコンテンツに関する情報のみが表示されると同時に、
その情報の画像データが描画メモリ回路１１０から印刷用画像読み出し回路１１１により
読み出され、静止画ＣＯＤＥＣ回路１０８によってＪＰＥＧ圧縮された後に、ラベル印刷
用画像ファイルとして記録メディア２（ＳＤカード）にＤＣＦ規格準拠で記録される。
【００５８】
　この画像ファイルを記録したＳＤカード２をプリンタに挿入し、ラベル形状を指定して
プリントすることで、コピーしたコンテンツに関する管理情報がプリントされたインデッ
クスラベルを容易に作成することができ、ＤＶＤレコーダの記録メディアの収納ケース等
に貼付することができる。
【００５９】
　このように本実施の形態によれば、記録再生装置に内蔵される記録メディアの管理情報
に限らず、該記録再生装置から異なる記録再生装置にコンテンツをコピーして、ライブラ
リメディアとして別メディアに記録し保存するような場合にも、コピーするライブラリメ
ディアのタイトルメインメニューなどの画像情報等をラベルプリント用にイメージ化して
ＪＰＥＧ等の画像ファイルに変換でき、容易に通常のプリンタでプリントが可能となる。
【００６０】
　近年、ＨＤＤ内蔵ＤＶＤレコーダの普及が目覚ましく、ユーザがカメラ撮影した画像を
ＤＶＤレコーダでＤＶＤＲメディア等にＤＶＤ-Ｖｉｄｅｏ規格で記録することで、互換
性の高いＤＶＤライブラリとして残すケースも多い。このような環境下で、本実施の形態
の上記した機能は、極めて有用性が高い。
【００６１】
　なお、前述の各実施の形態では、管理情報の画像ファイルはＪＰＥＧ圧縮する方式で説
明したが、サムネイル等の画像情報を含まないグラフィック画像ではＪＰＥＧより、例え
ばＧＩＦ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ　ｆｏｒｍａｔ）やＴＩＦＦ（Ｔ
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ａｇｇｅｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）のような画像圧縮方式の方が鮮明な
管理情報画像が得られるのは公知の事実である。したがって、静止画ＣＯＤＥＣ回路１０
８の画像圧縮方式を、描画メモリ回路１１０に描画した管理情報の内容によって適宜選択
することも可能であり、その場合の制御はシステム制御回路１１３によって行われる。な
お、静止画ＣＯＤＥＣ回路１０８の画像圧縮形式としては、例えば、ビットマップ形式（
ＢＭＰ）、ＪＰＥＧ形式、ＧＩＦ形式、またはＴＩＦＦ形式等を用いることができる。
【００６２】
　本発明は、上述した実施の形態の装置に限定されず、複数の機器から構成されるシステ
ムに適用しても、１つの機器から成る装置に適用しても良い。前述した実施形態の機能を
実現するソフトウェアのプログラムコードを記憶した記憶媒体をシステムあるいは装置に
供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に
格納されたプログラムコードを読み出し実行することによっても、完成されることは言う
までもない。
【００６３】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（
登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、不揮発性メモリを用いることができる。
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
の形態の機能が実現されるだけではなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピ
ュータ上で稼動しているＯＳなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００６４】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、次のプログラムコードの指示に基づき、その拡張機能を拡張ボードや拡張ユニット
に備わるＣＰＵなどが処理を行って実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】第１の実施の形態に係る再生装置を含むデジタルビデオカメラ装置の構成を示す
ブロック図である。
【図２】記録メディア１のディレクトリ構造を示すツリー図である。
【図３】ＬＣＤ表示器１１２に表示されるＴＯＣ情報の一例を示す画面図である。
【図４】実施の形態に係る、管理情報の画像ファイル生成動作を示すフローチャートであ
る。
【図５】実施の形態に係る、管理情報の画像ファイル生成動作時の描画とスキャンの様子
を説明するための概念図である。
【図６】実施の形態に係るコンテンツ管理情報の他の表示形態を示す画面図である。
【図７】第２の実施の形態に係る再生装置を含むデジタルビデオカメラ装置の構成を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
【００６６】
１　記録メディア（光ディスク）
２　記録メディア
１０４　動画像ＣＯＤＥＣ
１０５　記録／再生回路
１０７　描画回路
１０８　静止画像ＣＯＤＥＣ
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１０９　表示画面制御回路
１１０　描画メモリ回路（ビデオＲＡＭ）
１１１　印刷用画像読み出し回路
１１４　操作キー
１１６　ＵＳＢプロトコル通信回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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